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物流業界全体で拘束時間ルー
ルの徹底と人手不足の改善のた
め、長距離輸送は船舶へのモー
ダルシフトへ切り替えています。

大手物流会社

三崎港

佐賀関港

東九州道開通に合わせて、Ｈ２８年に大分港～

清水港を結ぶ航路を開設しました。開通後は、

北九州方面からの自動車部品や宮崎方面から

の農産品などの輸送が増加しています。

RORO船運航会社 フェリー運航会社

関西関西

関東関東

大分港

東九州道の開通により、宮崎、大分方

面の多岐に渡る品目について四国経由

のフェリー輸送が増加しました。

北九州北九州

農産品などの
貨物量約２倍に増加

（24,787トン⇒53,617トン）

約〇倍増加
大分港からのRORO船
貨物量の伸び(R1/H28)

本州ルート

フェリー利用ルート

トラックから
RORO船へ変更

▲モーダルシフトによる労働時間の削減
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休憩
0.5時間
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11.5時間

1日の運転時間厳守が難しい
※運転時間の上限：2日平均9時間以内

港湾と道路が連結したことで
ドライバーの労働時間削減

宮
崎
市
内

自動車部品などの
貨物量約53倍に増加
151トン⇒8,041トン

トラックドライバーの
労働力不足の顕在化

資料：R2.12 ヒアリング結果

資料：R2.12 ヒアリング結果

港湾との連結によりトラックドライバーの労働改善に寄与

 近年、トラックドライバーの人手不足などにより長距離物流の課題が顕在化。
 東九州道の開通による北九州や宮崎県方面の道路と港の連結により、九州の東

の玄関口として大分港等を物流拠点としたモーダルシフトが促進。
 これにより、関東方面へのRORO船利用促進や四国を経由した新たな物流

ルートが形成され、トラックドライバーの人手不足改善や九州から都市圏への
安定した物流を支援。

■大分港コンテナ・シャーシ国内貨物量 ■九州～四国間の大型車航送台数

資料：港湾統計

台数が
約３割増加北九州～宮崎間

全線開通

※RORO船︓貨物を積んだシャーシ（荷台）を輸送する船舶 ３資料：R2.12 ヒアリング結果

資料：港湾統計

大分港・
大在地区

RORO船の増便を

受け新たな物流
拠点整備を検討

（万トン）

北九州～宮崎間
全線開通

貨物量が
約４割増加

（千台）
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トラックから
フェリー経由へ変更

RORO船利用ルート
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⼤分市〜宮崎市間の所要時間
約98分短縮

（H21年︓268分、R1年︓170分）
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ドライバーは大分港までの運転のみ
一日で宮崎大分間を往復可能に

宮崎県宮崎県

資料：全国道路・街路交通情勢調査（H27）

大分港のRORO船増便
3便/週⇒9便/週

※清水港（静岡県）から
関東方面へ輸送


